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１ 

読み替えのお願い 
MS9740A-009 は，MS9740A の機能，性能を一部変更したものです。 
以下に異なる部分を表します。 

そのほかについては，「MS9740A 取扱説明書（W3328AW）」を参照してくださ

い。 

MS9740A 取扱説明書読み替え部分 

項 Page 読み替え前 読み替え後 説明 

1.1.2 1-4 

基本性能 

・シングルモードファイバとマルチ
モードファイバ(50/125 µm)に
対応 
 
 
 
 
 

・±20 pm の波長確度 
（WDM 波長帯，波長校正用光
源オプション） 

・ 42 dB （ピーク波長から 0.2 
nm），70 dB（ピーク波長から 1 
nm）のダイナミックレンジ（広ダ
イナミックモード） 

・0.03 nm の高分解能(1550 nm
帯) 

基本性能 

・シングルモードファイバとマル
チモードファイバ(50/125 µm，
62.5/125 µm)に対応 

 （マルチモードファイバ（50/125 
µm）の NA は 0.2，(62.5/125 
µm)の NA は 0.275 とする。た
だし，分光器の制約で許容で
きる NA は 0.1 です。 

なし 
 
 

・60 dB（ピーク波長から 0.5 
nm），70 dB（ピーク波長から 1 
nm）のダイナミックレンジ（広ダ
イナミックモード） 

なし 
 

 

2.1.1 2-2 
表 2.1.1-2 

 
 

(次を追加) 

MS9740A-009 マルチモード 
ファイバ入力 

 

2.7 2-11 

本器には，次の光ファイバを使用
できます。  
・ コア径 5～9.5 µm のシングル
モード光ファイバ  

・ コア径 50 µm のマルチモード
光ファイバ（GI） 

 
 

本器には，次の光ファイバを使用
できます。  
・ コア径 5～9.5 µm のシングル
モード光ファイバ  

・ コア径 50 µm のマルチモード
光ファイバ（GI） 

・ コア径 62.5 µm のマルチモー
ド光ファイバ（GI） 

 

2.7 2-11 

シングルモード光ファイバを使用
するときは，F 1 Measure Mode
を押して，f 5 MM Mode を"Off"
に設定します。 
マルチモード光ファイバを使用す
るときは，F 1 Measure Mode を
押して，f 5 MM Mode を"On"に
設定します。 

なし  
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MS9740A 取扱説明書読み替え部分(続き) 

項 Page 読み替え前 読み替え後 説明 

2.7 2-11 (1) 波長分解能への制約 なし  

2.7 2-14 マルチモード光ファイバ (コア径 
50 µm) の使用 なし  

3.1.3 3-8 3.1.3 分解能の校正 なし  

3.5.2 3-13 2. f 1 ～ f 7 から分解能を入力
します。 

2. f 1 ～ f 5 から分解能を入力
します。 

0.03 nm，0.05 nm
は設定できません。 

4.3 4-7 

分解能（Res）を設定するには 

1. f 1 Res を押します。 

2. f 1 ～ f 7 から分解能を入力
します。 

分解能（Res）を設定するには 

1. f 1 Res を押します。 

2. f 1 ～ f 5 から分解能を入力
します。 

0.03 nm，0.05 nm
は設定できません。 

4.7 4-22 ・マルチモードファイバモード
(MM Mode) なし 

マルチモードファイ
バ・モードは，削除
されます。 

4.7 4-22 
図 4.7-1 
マルチモードファイバ測定表示 

なし 
"MM Mode On"
は，画面に表示さ
れません。 

4.7 4-24 

マルチモードファイバ・モード
（MM Mode）を設定するには 

マルチモードファイバ・モードを解
除するには 

なし 
マルチモードファイ
バ・モードは，操作
できません。 

A.1 A-1 

構成 
－オプション－ 

MS9740A-001/101 
GPIB インタフェース 

MS9740A-002/102 
波長校正用光源 

 
 
 

構成 
－オプション－ 

MS9740A-001/101 
GPIB インタフェース 

MS9740A-002/102 
波長校正用光源 

MS9740A-009 
マルチモードファイバ入力 
(50/62.5µm) 

 

A.1 A-2～ 
A-4 光学的特性 (次ページ以後の表)  

A.2 A-6  

(次を追加) 

W3431AW  
MS9740A-009 取扱説明書 
(読み替え) 

W3431AE  
MS9740A-009 OPERATION 
MANUAL  
(MANUAL CHANGE) 

 
冊子，和文 

 
冊子，英文 
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表A.1-1  MS9740A-009 仕様 

項目 仕様 

光学的特性 

(MS9740A-009) 

適合光ファイバ SM(ITU-T G.652)，GI(50/125 µm)，GI(62.5/125 µm) 

PC コネクタ 

SM(ITU-T G.652)，GI(50/125 µm:反射減衰量 40 dB 以上， 

GI(62.5/125 µm):反射減衰量 38dB 以上 
※ 以後，SM/GI ファイバとは，この適合光ファイバをさします。 
電源投入後2時間以上ウォームミングアップしたあと(ただし，ウォームミングアップは，
Span 100 nm 以上，VBW 10 kHz 以上で Repeat 掃引を実施すること)，特に指定
のないものは自動光軸調整後に波長校正(以下Wl Calと表記します)を実施し，温度
を一定にすること。 

 

 波長 波長範囲: 600～1750 nm 
波長掃引幅: 0.2～1200 nm， 0 nm 
波長確度: 

Wl Cal(Ext)実行後 SM ファイバ，GI ファイバ使用時 

600～1750 nm: ±300 pm  
波長校正用光源（オプション）搭載時 

Wl Cal(Ref)実行後，SM ファイバ使用時， 

1530～1570 nm， 分解能 0.07～0.2 nm: ±50 pm 
1530～1570 nm， 分解能 0.5，1.0 nm: ±100 pm 

波長安定性: 
±5 pm 以下 

1 分間，スムージング 11 pt， 半値幅の中心波長， SM ファイバ使用時 
波長直線性: 

規定なし 

 分解能 設定分解能 

0.07， 0.1， 0.2， 0.5， 1.0 nm 
分解能確度 

実効分解能表示値に対するセンター波長における分解能確度 

Res‐Cal 実行後，SM ファイバ使用時， 633， 1310， 1550nm 
分解能 0.1 nm: ±30% 
分解能 0.2 nm: ±15% 
分解能 0.5 nm: ± 7% 
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表A.1-1  MS9740A-009 仕様(続き) 

項目 仕様 

光学的特性  

 レベル レベル測定範囲: 

VBW = 10 Hz，Sweep average = 10，分解能 0.07 nm 以上，SM ファイバ使
用時 
光アッテネータ Off 時 

5～30℃ 

 600～1000 nm: – 65～+10 dBm 
1000～1250 nm: – 85～+10 dBm 
1250～1600 nm: – 90～+10 dBm 

1600～1700 nm: – 75～+10 dBm 
1700～1750 nm: – 55～+10 dBm 

30～45℃ 

 600～1000 nm: – 60～+10 dBm 
1000～1250 nm: – 80～+10 dBm 
1250～1600 nm: – 85～+10 dBm 

1600～1700 nm: – 70～+10 dBm 
1700～1750 nm: – 50～+10 dBm 

光アッテネータ On 時 

5～30℃， 1100～1600 nm: – 70～+23 dBm 
30～45℃， 1100～1600 nm: – 65～+23 dBm 

レベル確度: 
±0.6 dB 
設定分解能0.2 nm以上，–10 dBｍ入力時，波長1310 nm，および1550 nm，
SM ファイバ（マスタ FC コネクタ）を使用，23±5℃ 

レベル安定性: 
±0.1 dB 

1 分間，設定分解能 0.2 nm 以上，–23 dBm，波長 1550 nm， 
偏波の変動がないこと，SM ファイバ使用時， 一定温度 

レベル直線性: 
光アッテネータ Off 時: ±0.1 dB 

–50～0 dBm，波長 1550 nm，SM ファイバ使用時 
光アッテネータ On 時: ±0.1 dB 

–30～+20 dBm，波長 1550 nm，SM ファイバ使用時 
レベル平坦性: 

規定無し 
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表A.1-1  MS9740A-009 仕様(続き) 

項目 仕様 

光学的特性  

 レベル（続き） 偏光依存性: 
規定無し 

ダイナミック 
レンジ 

ハイダイナミックレンジモード: 
設定分解能 0.07 nm， 波長 1550 nm， 光アッテネータ Off 時， 
SM ファイバ使用時 

 周囲温度 

 20～30℃ 5～45℃ 

ピーク波長から±1 nm 
離れた波長にて 

70 dB 65 dB 

ピーク波長から±0.5 nm 
離れた波長にて 

60 dB 55 dB 

 
ノーマルダイナミックレンジモード: 

設定分解能 0.07 nm，波長 1550 nm，光アッテネータ Off 時，  
SM ファイバ使用時 

 周囲温度 

 20～30℃ 5～45℃ 

ピーク波長から±1 nm 
離れた波長にて 

62 dB 57 dB 

ピーク波長から±0.5 nm 
離れた波長にて 

58 dB 53 dB 

 

反射減衰量 32 dB 以上 
波長 1310 nm，および 1550 nm，SM ファイバ使用時 
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